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はじめに
　われわれが日本語で，現在を起点として時
間的な位置（過去―未来）を言い表す際，ご
く一般的には，空間的な用語である「前」や
「後」を用いる。その場合，「過去」のことを
表すのに「前」，「未来」のことを言い表すの
に「後」が当てられるのが普通である1。
　このような言語慣用を踏まえつつ，本稿が
目指すのは，パウロがフィリピの信徒たちに
対して書き送った『フィリピ書』３章13－14
節の理解である2。その中でも特に注目する
のは，13節に出る「後ろのもの」（ta, ovpi,sw）
と「前のもの」（oi` e;mprosqen）という表現で
ある。ここでいう「後ろのもの」や「前のも
の」が意味するものは一体何なのか，これが
本稿において解明しようと試みる主たる問題
である。
１．フィリピの町とパウロ
　『フィリピ書』は，その名が示すように，
新約聖書に収録されているパウロによる書簡
の中で，フィリピの信徒たちに向けて発信さ
れたとされる手紙である。フィリピ（Fi,lippoi 
［Philippoi］）は3，マケドニア東部の都市で，
港町ネアポリスの北西20km，パンガイオン
山の北東に広がる平野に位置する。アッピア
街道と並ぶ古代ローマの街道の一つで，ビザ
ンティオンからローマまでの全長約1,200km
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［Abstract］
“Forgetting Those Things Which are Behind”: An Exegesis on Phil 
3:13-14
In his epistles, Paul sometimes uses a metaphor of ancient 
competitions, in particular, a Stadion (running race), to explain his 
ideas effectively and impressively. One of its most typical cases is 
Phil 3:13-14, which is to be interpreted as follows: to win the prize, a 
runner projects his body forward without being distracted by other 
competitors behind him. Such a competitive race will, however, 
inevitably create one winner and many other losers. If Paul himself 
becomes a winner, it implies that everyone else will be losers. The 
apostle here seems to be unaware of this essential problem of the 
competitionism.
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を石の舗装道路でつないだエグナティア街道
（via Egnatia）沿いにある交通の要衝であっ
た。
　フィリピという町の名は，アレクサンドロ
ス大王の父であるマケドニア王フィリポス２
世にちなむ。この町はそもそも，近郊のタソ
ス島の人々が，パンガイオン山で産出する金
銀を採掘するために移住し，クレニデス（「泉
の町」の意）という名の町を建設したことに
端を発する。フィリポスはこの山に目を付け，
自分の名前にちなんで町を改名，鉱山産業を
振興した。ローマ時代の前42年，オクタウィ
アヌス（アウグストゥス）は，カエサルの暗
殺者ブルータスとカッシウスの軍をこの付近
の平原で破り，そこに多くの退役軍人を入れ
た。前31年，アクティウムの海戦においてア
ントニウスとクレオパトラの連合軍を破った
後には，この町を植民都市とした。マケドニ
アが４つの行政区に分けられたとき，フィリ
ピはその第一地区の重要都市とされて（使
16：12参照），イタリア本土都市と同等のイ
タリア権を有することになり，フィリピ市民
の多くには，「ローマ市民権」が付与された（使
16：21参照）。
　このフィリピにも，ユダヤ人の共同体は存
在したようであるが，会堂（シナゴーグ）は
なく，町から離れた川岸にある「祈りの場所」
を持つだけだったようである（使16：13）。
　パウロがこのフィリピの町を訪れたのは，
彼のいわゆる第二回伝道旅行（使15：36－
18：22）においてである。彼がヨーロッパの
地に足を踏み入れたとき，最初に訪れたのが，
このフィリピであった。彼は，トロアスから
船出してサモトラケ島に直行し，翌日ネアポ
リスの港に着き，そこからフィリピに入った
（使16：11－12）。その滞在は，「数日間」（使
16：12）であったと言われるが，当地には集
会が誕生し，小アジアのテュアティラ市出身
で紫布を扱う女商人リュディアの一家が入信
したとされる（使16：14－15）。彼女の家は，フィ
リピ伝道の拠点とされた（使16：15, 40）。
　それと同時にパウロは，この地において「苦
しめられ，侮辱された」とも語る（Ⅰテサ２：
２）。これは，当地の高官が彼を逮捕して鞭
打ち，投獄した事件だとされる（使16：16）。
一行はその後，釈放されて町から追放された
ものと推測されるが，『使徒行伝』16章25節
以下では，これを大地震とそれに伴う奇跡に
よって説明している。
　パウロはその後，彼のいわゆる第三回伝道
旅行（使18：23－21：16）の途上にて，フィ
リピを再び訪れている（使20：６参照）。
２．『フィリピ書』の概要
　『フィリピ書』がパウロ自身の手によるもので
あることを疑う学者は，今日ほぼいない4。パウ
ロがこの書簡を書き送ったのは，彼が囚われ
の身であったときとされていることから（フィ
リ１：７.13.16－17参照），本書簡は，『フィレモ
ン書』（や『コロサイ書』，『エフェソ書』）と共に，
いわゆる「獄中書簡」（Gefangenschaftsbriefe）
と呼ばれている5。但し，そこで前提とされて
いる監禁は，彼のあらゆる伝道活動を妨げる
ものではなかったようである（フィリ１：7.12
以下参照）。フィリピの町からは，エパフロ
ディトを通じて贈物を受け取っており（フィリ
４：18，なお２：25も参照），彼を（手紙と共
に）送り返し，フィリピの信徒たちに感謝を示
そうとしている（フィリ２：25.28）。また，フィ
リピの共同体の様子を見るため，パウロの同
行者であるテモテを派遣するとも告げている
（フィリ２：19－23）。パウロ自身もフィリピの
共同体を訪問したいと思っているものの（フィ
リ１：26，２：24），彼の判決はまだ出ておら
ず（２：23），釈放か死刑か分からない板挟み
の状態に置かれている様子が窺い知れる（フィ
リ１：19－25）。
　本書簡が執筆された場所と時期をめぐって
は諸説ある。執筆場所の候補として挙げられ
─ 41 ─
「後ろのものを忘れる」
るのが，ローマ6，（海辺の）カイサリア7，そ
してエフェソ8である。執筆場所と時期は密接
に関連している。『使徒行伝』において，パ
ウロが拘留されたことを伝えている町は，フィ
リピを別にすると，カイサリアとローマであ
る。カイサリアでの拘留は，彼のいわゆる第
三回伝道旅行後にエルサレムに戻った際，騒
乱を起こしたとしてローマ当局に逮捕・移送
され，未決囚として過ごしたもので（使21：
27－24：27），56－58年頃のこととされている。
カイサリアが執筆場所であれば，この時期に
年代付けられる。ローマ市民でもあったパウ
ロはその後，皇帝の裁判を受けるためにロー
マに護送される（使27：１－28：16）。ロー
マ到着は60年頃であることから，ローマを執
筆場所と考えるならば，執筆時期は60年以降
とされる。エフェソ説に与する人々は，『Ⅱコ
リント書』11章23－29節にあるパウロの労苦
のリストを参考にして（なお，Ⅱコリ６：５，
Ⅰクレ５：６も参照），『使徒行伝』には記載
がないエフェソでの拘留を推定する。パウロ
は第三回伝道旅行の途上，エフェソに滞在し
ていたとされており（使19：10），この53－55
年頃に，パウロ拘留と『フィリピ書』執筆が
行われたと考える。しかしながら，どの候補
も決定的な論拠を欠いており，本書簡執筆の
場所と時期は，はっきりとは定められないの
が実情である。
　全４章，合計104節からなる『フィリピ書』
は，全体として，１章１－11節の「序」と
４章21－23節の「結び」によって，大きく
枠付けられている（図表１参照）9。「序」の
部分にあるのは，１－２節にある「パウロ
とテモテ」10という差出人（superscriptio），
「フィリピにいる，キリスト・イエスにおけ
るすべての聖なる者たちに」，「監督たちに」
（evpisko,poij）11，「執事たちに」（diako,noij）12
という宛先（adscriptio），そして「あなた
たちに恵みと平和があるように」との挨拶
（salutatio）13である。そして，それに続く３
－11節には，フィリピの共同体に対する感謝
と祈りの言葉が置かれている。
　一方の４章21－23節の「結び」部分は，「キ
リスト・イエスにおけるすべての聖なる者たち」
への最後の挨拶（４：21－22）14，そして「イ
エス・キリストの恵みが，あなたたちと共に」
と祈願する締め括り定式からなる（４：23）15。
　この「序」と「結び」の枠構造に挟まれた
手紙の「本体」部分（１：12－４：20）は，
獄中にあるパウロの近況の報告（１：12－26）
から始まる。この後にあるのは，キリストの
福音に相応しい生活として，「反対者たち」
に惑わされず，キリストを模範とした，謙虚
で従順であることの勧めである（１：27－２：
18）。続いて，パウロの同行者であったテモ
テをフィリピへと派遣すること，自らもそち
らに行くことの希望（２：19－24），そしてフィ
リピからパウロのもとに派遣されていたエパ
フロディトを送還することの約束（２：25－
30）が語られる。３章１－21節においてパウ
ロが述べるのは，自分の過去と現在を引き合
いに出しつつ，「肉を頼りとする」敵対者たち
への警戒と，キリストを目指した生活の勧告
である。４章に入ると，常に「喜び」をもっ
て祈り，すべて正しいことを行うよう促す勧
告（４：１－９）の後，フィリピからパウロ
に届けられた贈物に対する感謝の言葉が置か
れている（4:10-20）。図表１　フィリピ書の構成
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　なお，この『フィリピ書』は，その内容の
「急激な変化」を主たる根拠として，３つの
手紙（手紙A・１：１－30，２：１－30，３：
１，手紙B・３：２－21，４：１，手紙C・４：
２－23）の集合体であるとしばしば主張され
る16。この仮説が正しいとすれば，本稿の考
察の主たる対象である３章12－16節の段落
は，論敵たちに対する反駁を記したとされる
手紙Bの文脈に位置付けられることになる。
しかしながら，そもそもこのような仮説が的
を射たものであるかどうか，十分な注意と検
証を必要とする17。それと同時に，この分割
説を採る際には，現在のわれわれが手にする
『フィリピ書』の形態が，いつ，誰によって，
何のために作り上げられたのかという問題に
も答える必要があるだろう。
３．テクスト―翻訳と訳注
　『フィリピ書』３章13－14節の問題につい
ての詳しい分析のために，まずはこれらの節
を含む同書３章12－16節のギリシア語テクス
トの日本語訳を示す。テクストの底本には，
ネストレ―アーラント校訂本28版を用いる18。
本文批評上の問題や文法的，語彙的な説明に
ついては，その都度，訳注にて論じる。
翻訳
12私が既に得たa），あるいは既に完全にされ
たということではなく，むしろ私は，獲得b）
できるかどうかc），駆けているd）。なぜならe）
私は，キリスト［・イエス］f）によって獲得
されたからである。13兄弟たちよ，私は獲得
したとは，私自身思っていないg）。むしろ一
つのこと，すなわち私は，後ろのものを忘れ，
前のものに身を伸ばしh），14目標に向かって
駆けている。キリスト・イエスにおける神の，
上への召しの賞へと。15それゆえi），すべて
のj）完全な者たちであるわれわれは，このこ
とを考えよう。そしてもし，あなたたちが何
か別のことを考えているのなら，このことを，
神はあなたたちに啓示する。16いずれにせよ，
われわれが到達したところ，それに並ぶべき
であるk）。
訳注
ａ）P46ならびにD*, Irlat, Ambstなどでは，この後
にh' h;dh dedikai,wmai「あるいは既に義とされ
た」という文言が置かれている（a, A, Bなど
の写本にはなし）。これは，後代の写本家によ
る補足的な強調のための付加である可能性が
高い19。「義とされる」という表現は，ロマ6：7，
Ⅰコリ4：4参照。
ｂ）動詞katalamba,nw「捕らえる，獲得する」（lamba,nw
の強調語）は，12b.13節にも繰り返される，本
章句の鍵語の一つ。ロマ9：30，Ⅰコリ9：24
参照（またⅠテモ6：12も）20。前出のlamba,nw
「得る」と並んで，この動詞も目的語を欠いて
おり，何を得るないし獲得するのか明言され
ていない。「キリスト」（8.10節）21，「復活」（10.11
節）22，「賞」（14節）23などが想定される。
ｃ）P46.61vid, a2, A, B, D2, K, L, Pなどの写本では eiv 
kai.となっているが，a*, D*, F, Gなどではkai.
を欠く（フィリ3:11参照）。eivは不確定の期待
を表す24。
ｄ）動詞diw,kw「駆ける」は，14節にも出る，本
章句の鍵語の一つ。14節では明らかに徒競走
のモチーフを背景とする。新共同訳は「努め
ている」，口語訳，岩波訳，田川訳は「追い求
めている」。
ｅ）evfV w-|は，evpi. tou,tw| o[tiの省略形で，理由を表
す25。
ｆ）「イエス」の語は，P46, a, Aなどの写本には見
られるものの，B, D, F, Gなどではこれを欠い
ており，元来のテクストに遡らせるべきか判
断が難しい。
ｇ）ouv「～ない」は，P46, B, D2, F, G, K, Lなどの
支持する読み。a, A, D*, Pなどの写本では，
ouvの代わりにouvpw「まだ～ない」が置かれ
る。本文批評上は，「より難しい読み」（lectio 
diffi cilior）の原則から，ouvが採用される26。
ｈ）動詞 evpektei,nw「伸ばす」は，新約中，本箇所
にのみ見られ，中動相で用いられている27。口
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４．文脈と構成
　『フィリピ書』の手紙本体部分の中で，３
章12－16節の段落は，パウロがフィリピの
人々に対して，「肉を頼りとする者たち」に
対して警戒するよう説くための勧告を述べる
文脈に位置する。パウロは，彼自身のファリ
サイ派としての誇りについて語った後（３：
１－６），キリストを知ることに比したとき
のそれらの無為さ，キリストとその復活の力
にあやかって死者の中から復活することの希
望を記す（３：７－11）。本段落はこれらの
言葉を引き継いでおり，構成上，12節の「獲
得に向けた疾走」，13－14節の「目標・賞に
向けた疾走」，そして15－16節の「勧告」の
３つに大きく分かれる（図表２参照）。
　パウロは段落冒頭，ouvc o[ti「～ということ
ではない」という表現を用いて，自分の達成
を否定することから始める（12節a）。h;dh「既
に」＋動詞（アオリストならびに受動完了）
という表現が２つ並べられて，彼は「得た」
（e;labon）のでも「完全にされた」（tetelei,wmai）
語訳は「からだを伸ばす」，新共同訳は「全身
を向ける」，岩波訳，田川訳は「身を伸ばす」。
ｉ）接続詞ou=n「それゆえ」は，書簡において，教
義的な説明の後，それを受けて勧告を始める
際にしばしば用いられる表現とされる28。ロマ
6：12，13：12，Ⅰテサ5：6，コロ3：5.12，ヤ
コ4：7，Ⅰペト2：1などを参照。
ｊ）o[soi（o[sojの男性複数形）の語は，空間や時間，
量や数の多さを表す。pa,ntejを伴って，「すべ
ての」を表すが（ルカ4：40，ヨハ10：8，使3：
24，5：36－37など），pa,ntejを伴わない場合で
も同様の意味合いを持つことがある（ロマ2：
12，6：3，8：14，ガラ6：12.16など）29。フィ
リ4：8に多用される。
ｋ）動詞stoice,wの基本的な意味は，「同じ列に並
ぶ」。使21：24，ロマ4：12，ガラ5：25，6：
16参照。なお，tw/| auvtw/| stoicei/nの部分につい
ては，tw autw stoicein kanoni to auto fronein
（a2, K, L, P），to auto fronein (+kai 629) tw 
autw (autoi D*) kanoni (-D*) stoicein (+kanoni D2)
（D），to auto fronein tw autw sunstoicein（F, G）
などのさまざまな異読がある。本文批評上は，
P16.46, a*, A, B, Ividなどの重要な写本や，「より
短い読み」（lectio brevior）の原則に則り，tw/| 
auvtw/| stoicei/nが採用される30。
図表２　フィリ３：12－16の構成
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のでもないというのである。それと同時に，
lamba,nwの強調語であるkatalamba,nwを２度
繰り返し，彼が「獲得できるよう」「駆けて
いる」（diw,kw）こと，また既にキリスト・イ
エスによって「獲得された」と説く（12節b）。
キリストによって獲得されたという言葉の念
頭には，彼自身が体験したとされるダマスコ
近郊でのいわゆる「回心」の出来事が置かれ
ていよう（使９章，22章，26章，なおⅠコリ
15：８－10，ガラ1：15－16も参照）31。
　「兄弟たちよ」（avdelfoi,，『フィリピ書』に
おける用例は他に，１：12，３：1.17，４：1.8）
という呼びかけ32で始まる13－14節は，この
「獲得すること」（katalamba,nw）を目指して「駆
ける」（diw,kw）というモチーフを更に展開する。
そこでもまず，彼は自分自身が既に「獲得し
た」という考えを否定することから始める（13
節a）。その際，人称代名詞 evgw.「私」を記す
ことで主語を強調しつつ，彼自身の主張を示
している。続く13節bでは，目下のパウロの
状態を描き出すために，「後ろのものを忘れ，
前のものに身を伸ばす」という表現が見られ
る。14節aでは，この状態が「目標」（skopo ,j）33
を目指して「駆ける」（diw,kw）ことであると
説明される。この「目標」は，続く14節bに
おいて，「賞」（brabei/on）という語によって言
い換えられ，それは「キリスト・イエスにお
ける，神の，上への召し」であるとの説明が
加えられる。
　15－16節は，接続詞ou=n「それゆえ」によっ
て導入され，これまでの説明を踏まえた上で
の勧告である。そこでは，再び「完全」のモ
チーフが現れ，パウロを含めた「われわれ」
を「完全な者たち」（te,leioi）と見なしている。
そして動詞frone,w「考える」と指示代名詞
tou/to「このこと」をそれぞれ２度繰り返し
つつ，「このこと」を「考える」べきである
こと，そしてもし別のことを「考えている」
ならば，「このこと」は神によって啓示され
るというのである。16節では最後に，各々が
到達したところに留まるよう促されて，本段
落は締め括られている。
　『フィリピ書』３章12－16節に見て取るこ
とができる構成上の特徴として，12節と13
－14節の両段落はいずれも，まずは否定辞
ouvc（12節a）ないしouv（13節a）と共に，あ
る行為を否定することから始まり，助詞de,
「むしろ」（12節b，13節b）により，それに
代わる行為が導かれている。更に，12節に
おいて提示された話題が，13－14節で更に
展開される際，12節に出るdiw,kw「駆ける」，
katalamba,nw「獲得する」といった鍵語が，
13－14節にも取り入れられている。加えて目
を引くことに，12節の最後と13－14節の最後
には，いずれも「キリスト・イエス」という
語句が置かれている。すなわち，12節と13－
14節は，内容的にも，また構文上も並行する
よう形作られているのである。
５．競技の比喩
　パウロは『フィリピ書』３章12－14節にお
いて，まだ自分自身が「得る」（lamba,nw，12
節a）ないし「獲得する」（katalamba,nw，13
節a）ことはできていないものの，「獲得す
る」ために，目標に向かって「駆けている」
（diw,kw）と語る（12b.13b－14節，なおロマ９：
30も参照）。14節では，それが「賞」（brabei/
on）のためであると言われる。ここには，競
技の比喩という形式が採られているという特
徴を見て取ることができる34。すなわちパウ
ロは自分の行動とその目的について述べる際
に，古代の競技会，とりわけ徒競走とそれに
関連する事柄ならびに表象を指す語彙を用い
ているのである。
　このようにパウロが自らの手紙の中で，自
分の主張を競技の比喩を通じて語る場面は，
本箇所以外にも確認される。その典型として
挙げられるのが，『Ⅰコリント書』９章24－
26節である。
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24あなたたちは知らないのか，競技場で走
る者たちは皆走るが，賞を得るのは一人で
ある。それゆえ，あなたたちは獲得するた
めに走れ。25競技をする者は皆，すべてに
節制する。彼らは朽ちる冠を得るためにそ
うする。しかし，われわれは朽ちないもの
のためである。26だから，私としては，や
みくもに走らないし，空を打つような拳闘
もしない。
ここには，『フィリピ書』３章と共通する
lamba,nw「得る」（24節），katalamba,nw「獲得
する」（24節），brabei/on「賞」（24節）に加え
て，avgwni,zomai「競技する」（25節，なおコ
ロ１：29, ４：12参照）や tre,cw「走る」（24.26
節，なおロマ９：16，ガラ２：２，５：７，フィ
リ２：16，Ⅱテサ３：１参照）といった競技
に関する語，ste,fanoj「冠」（25節，なおフィ
リ４：１，Ⅰテサ２：19参照）という褒賞に
関わる語，更には，sta,dion「競技場」（24節）
という施設に関わる語も見られ，述べられて
いる事柄が競技の比喩であることがよりはっ
きりと見て取れる。また26節には，徒競走と
並んで，pukteu,w「拳闘する」やde,rw「打つ」
といった語彙と共に，拳闘（ボクシング）の
競技の比喩も用いられていることが分かる。
　これらの叙述から窺い知れるのは，パウロ
が古代の競技会の実情や各競技の特性に通じ
ており，自分の主張を読み手に伝えようとす
る際，それらを比喩として積極的に用いてい
るということである。
　ギリシア古典期以来，全ギリシア世界から
参加者が集って競技会が開催された聖地とし
ては，オリンピア，デルフォイ，ネメア，イ
ストミアがあった35。これらの地で開催され
たオリンピック祭，ピュティア祭，ネメア
祭，イストミア祭は，古代の地中海世界にお
ける四大競技会としてその名をよく知られて
おり，前者２つは４年に１回，後者２つは２
年に１回開かれていた。これらはいずれも単
なるスポーツの祭典ではなく，その地の守護
神に競技が捧げられる宗教儀礼の行事として
位置付けられていた。
　古代ギリシア以来のこれら競技会の背後に
は，競技（アゴン）主義と呼ばれる思想が横
たわる。選手たちは観衆の面前で，勝ち負け・
優劣をめぐって互いに競い合い，勝者と敗者
が明らかにされ，勝者にのみ「賞」（brabei /−
on）が与えられるのである。パウロも述べる
ように，勝者には，当地の植物で作られた
「冠」（ste,fanoj）が，象徴としてその頭上に
飾られた。勝者は，故国の名声を高める英雄
であり，この象徴的な「冠」に加えて，金銭
的報酬や免税特権，年金付与などの有形無形
の特典が彼を待っていた。競技会で優勝する
こと，それはその選手が，神々に祝福された
特別な存在であると見なされたことを示して
いる。実力者が常に勝利者であるとは限らな
い勝負事全般の不確実性に鑑みて，勝ち抜い
て勝利を手中に収めることは，その者が神々
の恩寵を得ていることの証でもあった36。
　ローマ帝政時代，いわゆる「ローマの平和」
の幕開けにより，歴代の皇帝たちは，ギリシ
ア人の由緒ある祭典を振興し，競技施設の増
補や新築も行なわれた。選手や観客は地中海
世界全体から集まり，２世紀半ば頃には，そ
の人気は絶頂を迎えたとされる。ローマ帝国
内では，数多くの運動競技大会が開催された
ことが知られており，フェニキアのシドン，
パレスチナのガザで開催された競技会など
は，「オリンピックに並ぶ」という表現で形
容された。元首政の成立以後，小アジアのト
ラレスやタルソスなどには，「オリンピック」
を名乗る競技会も存在したとされる37。
　ディアスポラのユダヤ人としてタルソスで
出生したパウロが，その成長の過程で，ある
いは伝道旅行に赴いた先々で，これらの競技
会についての知識を得ていたことは想像に難
くない。また競技会の見物客の多くは，競技
施設のある周辺にテントを張って野宿した。
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テント造りを生業としていたパウロにとっ
て（使18：３参照），競技会は重要な商売の
場でもあった38。とりわけ彼に直接的な影響
を与えた競技会としてしばしば指摘されるの
が，イストミア祭である39。開催地のコリン
トス海峡の古代名イストモスにその名が因む
この祭典は，ポセイドンを祭神として２年に
１回，春に開催されており，紀元後49年，51
年，53年が開催年とされる40。パウロは第二
回伝道旅行の途上，紀元後51年前後の１年半
ほど，コリントに滞在していた（使18：11参
照）。すなわち，これらの年に行なわれたイ
ストミア競技会のいずれかについて，当地に
て実際に競技を見聞した可能性が十分に考え
られる41。
６．「後」と「前」
　以上のような前提を踏まえて，『フィリピ
書』３章13節bの表現が意味することについ
て考えてみよう。この部分は，構文的に見て，
前半と後半が並行するように組み立てられて
いる。
用いられている２つの動詞 evpilanqano,menoj
「忘れる」と evpekteino,menoj「身を伸ばす」は，
いずれも中動態現在分詞形で，これらによっ
てパウロ自身による目下の能動的な振舞い
が説明されている42。動詞の目的語ないし
補語になっているのが，「後ろのもの」（ta, 
ovpi,sw）と「前のもの」（oi` e;mprosqen）とい
う表現である。いずれも冠詞（複数形）に副
詞（ovpi,swならびに e;mprosqen）が組み合わさ
れた名詞句になっている。
　ovpi,swの用例は新約中，全35を数え43，用
例の多くは，福音書に集中する（26回）44。
この語が言い表すのは，主として空間的な意
味での「後ろ」であり，イエスの後ろに「従う」
（マタ10：38，マコ８：34//マタ16：24//ル
カ９：23），「ついて来る」（マコ１：17//マ
タ４：19，マコ１：20，ルカ14：27）など，
イエスへの信従を表す動詞を伴う場合が多
い。時間的な意味での「後」を表す例として
は，洗礼者ヨハネの「後に」イエスが「やっ
て来る」（マコ１：７//マタ３：11，ヨハ１：
15.27.30）。この場合の「後」とは，出来事が
生起する将来のある地点を表している。
　もう一方の e;mprosqenは，新約中に48の用例
が見られるが45，こちらも用例の多くが表す
のは，空間的な意味としての「前」である46。
この語を時間的な意味で用いているのはヨハ
ネであり（ヨハ１：15.30，３：28），そこで
はovpi,sw「後」の対極語として位置付けられ
ている。
　ギリシア語の前置詞ovpi,sw「後」と e;mprosqen
「前」は，すなわち，いずれも空間的および
図表３　壺に描かれた走者たち
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時間的な意味を表し得るが，時間的な意味で
用いられる際には，日本語その他の一般的な
言語慣用と同じく，「後」は時間的に未来，「前」
は過去のことを指す。これらのことに鑑みる
に，『フィリピ書』３章13節に出るovpi,swと
e;mprosqenが表しているのは，字義的には時
間的な意味ではなく，空間的な意味の「後ろ」
ないし「前」であると考えられる。
　では，空間的な意味の「後ろのもの」や「前
のもの」とは何か。ここで想起すべきは，本
箇所が徒競走の比喩の一部分を形成している
ということである。徒競走は古代の競技会の
中でも，最も古くから続いてきた伝統競技で
あったとされ，中でも競技場の端から端まで
の直線１スタディオン（約200m，マタ14：
24など参照）を走るスプリント競技であるス
タディオン走が基本であった。トラックとそ
れを囲む観客席を含む競技施設もスタディオ
ンと呼ばれた（Ⅰコリ９：24参照）47。
　古代ギリシアのアンフォラの壷絵の中に
は，このスタディオン走の走者たちが駆けて
いる様子を描いたとされるものが数多く残さ
れている。それらを見ると，走者は，足は大
腿部を大きく引き上げ，腕は肘から先を指先
まで伸ばしたまま前後に大きく振り上げ，前
傾姿勢になって疾走していた様子が窺い知れ
る（図表３上参照）。「前のものに身を伸ばす」
という表現には，ゴールを目指して駆ける競
技者が取ったこの前傾姿勢が念頭に置かれて
いよう48。
　それと対比される「後ろのものを忘れる」
というモチーフによって言い表されているこ
とは何であろうか。ある壷の表面には，先頭
を行く１人の走者が，彼の後ろに追い迫る２
人の走者を気にして，まだ競技中に後ろを振
り向いている場面が描かれているものがある
（図表３下参照）。彼を追いかけている競走者
たちを見て，彼は明らかに追い越されること
を恐れている。後続との距離が気になって後
ろを向いた走者は，前傾姿勢が崩れて直立と
なり，自らペースを乱して減速してしまう49。
後ろを振り向いてしまうと，獲得できたはず
のものを逸してしまう大きな危険があるにも
かかわらず，人は後ろの様子が気になって振
り返ってしまう。この壷絵に描かれた一場面
には，そんな人間の習性と，それが持つ危険
性とが暗示されていよう。
　ある人が，後ろを振り返ってしまったがゆ
えに，それまでの努力を台無しにしてしまう
結果を被る場面として特に印象的なのが，創
世記19章26節である。それは，ソドムの町を
脱出するロト家族の道すがらについて語る場
面である。
彼（＝ロト）の妻は後ろに（eivj ta. ovpi,sw）
振り向いたので，彼女は塩の柱になった。
ロトと彼の妻，そして彼の２人の娘たちは，
ソドムの町から逃れるよう神ヤハウェから指
示される。その際，「後ろに振り向いてはい
けない」と命じられていた（創19：17）。こ
の禁を犯してしまったロトの妻を待っていた
のは，塩の柱になるという滅びであった。こ
の描写は，『フィリピ書』３章13節が比喩の
中で，パウロが「忘れる」と述べている行為
と逆の形で響き合う。『フィリピ書』３章13
節で「後ろのもの」に象徴されるのは，それ
に固執することが招来する結末が破滅である
ことが明白であるにもかかわらず，これに注
意を向けるよう，常に人を誘惑する代物であ
る。
　賞の獲得を目指す走者は，自分の後ろに追
い迫る競走者たちに注意を向けることはな
い。目標は常に前方に固定され，前傾姿勢に
なって駆ける。「後ろの者を忘れること」と「前
のものに身を伸ばすこと」は，徒競走で勝利
することを求めるこの走者の表象を背景とし
て理解される。
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おわりに
　パウロは，『フィリピ書』３章13－14節に
おいて，自らの目下の振舞いを説明するため
に，古代の競技会，特にスタディオン走の情
景を比喩として積極的に用いている。そこで
は，賞を獲得するために，競争相手を気にし
て後ろを振り向くことなく，ゴールを目指し
て前傾姿勢を保つ走者の様子が念頭に置かれ
ている。但し，競技（アゴン）主義に基づく
この徒競走においては，必然的に一人の勝者
とその他の敗者たちが生み出される。パウロ
自らが勝者になるということは，それと同時
に，彼以外のすべてが敗者となることを意味
した。競技主義が本来的に抱えるこの問題は，
ここでのパウロの視野には入っていない。
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